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令
和
４
年
５
月
10
日
、
約
２
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
の
春
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
協
会
事
務
所
を
開
催
場
所
と
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
出
席
者
の
映
像
と
音
声
が
即
時
に
他
の
出
席
者
に
伝
わ
り
、
出

席
者
が
一
堂
に
会
す
る
の
と
同
等
に
適
時
的
確
な
意
見
表
明
が
互
い
に
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
は
い
ま
し

た
が
、
画
面
を
通
し
て
協
議
す
る
の
と
、
実
際
に
同
じ
場
所
に
集
ま
り
協
議
を
す
る
の
と
で
は
、
心
理
的
に

違
い
が
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。
実
際
に
会
っ
て
、
お
互
い
の
目
を
見
て
話
が
で
き
る
と
い
う
の
は
、
安
心

感
が
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
可
能
な
か
ぎ

り
、
対
面
で
事
業
が
展
開
で

き
る
よ
う
、
知
恵
を
し
ぼ
っ

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

 　
理
事
会
で
は
、
令
和
３

年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報

告
並
び
に
監
査
報
告
、
定
時

評
議
員
会
に
つ
い
て
賛
成
多

数
で
可
決
、
前
新
居
浜
市
消

防
団
長
の
堀
田
公
氏
を
当
協

会
名
誉
会
員
と
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
の
行
事
予
定
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

お
出
か
け
は

　マ
ス
ク
戸
締
り

　
　
　
　
　
　
　
　

 

火
の
用
心

令
和
４
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語

　

愛
媛
県
消
防
大
会
が
、
愛
媛
県
議
会
議
長
、
愛
媛
県
警
察
本

部
長
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
愛
媛
県

下
の
消
防
・
防
災
関
係
者
の
参
加
を
得
て
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
に
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
、
消
防
職
員
の
皆
様
に
は
、
一
昨
年
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
警
戒
が
続
く
中
に
お
い
て
も
、
地
域

消
防
の
最
前
線
に
立
ち
、
日
夜
献
身
的
に
活
動
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
。

　

愛
媛
県
消
防
大
会
を
契
機
と
し
て
、
消
防
、
防
災
関
係
者
な

ど
が
一
致
協
力
し
て
、
地
域
の
総
力
を
挙
げ
て
消
防
の
強
化
に

邁
進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
列
席

を
賜
り
ま
し
た
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

意
見
体
験
発
表
で
は
、伊
予
市
消
防
団　

田
頭
孝
志
団
員「
気

象
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」、
伊

予
消
防
等
事
務
組
合
消
防
本
部　

西
岡
裕
文
消
防
副
士
長
「
避

難
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
」、
東
温
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ　

宇
都
宮
千
鶴
子
会
長
「
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
の
増
加
を
目
指
し

て
」
を
、
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
意
見
体
験
発
表
に
加
え
、
伊
方
町
消
防
団　

宮
本

寅
誉
団
長
に
、『
令
和
３
年
８
月
19
日
発
生　

伊
方
町
健
康
交

流
施
設
「
亀
ケ
池
温
泉
」
建
物
火
災
』
の
事
例
、
四
国
中
央
市

消
防
本
部　

宮
﨑
圭
史
消
防
司
令
補
に
、『
令
和
４
年
４
月
12

日
発
生　

四
国
中
央
市
金
砂
町　

中
之
川
林
野
火
災
』
の
事
例

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

予
期
せ
ぬ
災
害
へ
の
対
応
は
、
今
わ
た
し
た
ち
に
突
き
付
け

ら
れ
て
い
る
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

ふ
と
し
た
出
来
事
が
、
想
定
外
の
災
害
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、
い
つ
ど
の
よ

う
な
災
害
に
襲
わ
れ
て
も
、
対
応
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
の
備

え
の
大
切
さ
を
、
住
民
の
み
な
さ
ま
に
呼
び
か
け
て
い
き
た
い

と
改
め
て
思
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
６
月
８
日
（
水
）
午
前
10

時
30
分
か
ら
愛
媛
縣
護
国
神
社
（
松
山

市
御
幸
町
）
に
お
い
て
、
第
97
回
殉
職

消
防
職
団
員
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
慰
霊
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
感
染
対
策
と
し
て
、
不

織
布
マ
ス
ク
の
着
用
や
ご
参
列
い
た
だ

く
消
防
関
係
者
の
人
数
制
限
を
す
る
な

ど
し
、
通
常
と
は
若
干
異
な
る
か
た
ち

と
は
な
り
ま
し
た
が
、
厳
粛
な
祭
事
も

滞
り
な
く
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

皆
様
方
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
愛
媛
県
消
防
大
会

実
施
日
：
令
和
４
年
６
月
８
日(

水)

　
　
　
　
　

13
：
30
～
15
：
30

場　

所
：
松
山
市
民
会
館　

中
ホ
ー
ル

第
97
回
殉
職
消
防
職
団
員
慰
霊
祭

執
行
役
員
会
・
定
時
理
事
会　

開
催

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
消
防
協
会

 

令和４年度 愛媛県消防協会行事予定 

４月 監事監査 

東中南予支部役員会・総会 

５月 執行役員会・定時理事会 

定時評議員会・臨時理事会 

６月 殉職消防職団員慰霊祭 

愛媛県消防大会 

７月  

８月 愛媛県消防操法大会 

執行役員会・定時理事会 

９月 全国消防殉職者慰霊祭（東京都） 

１０月 全国消防操法大会（千葉県） 

１１月 安全・安心ふれ愛フェア 

全国女性消防団員活性化徳島大会 

１２月 執行役員会 

１月 各市町消防出初式 

消防団幹部特別研修（東京都） 

２月 各市町消防出初式 

執行役員会・定時理事会 

消防団幹部候補中央特別研修（東京都） 

３月 各市町消防出初式・観閲式 

日本消防協会定例表彰式 
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近
年
、
災
害
が
多
様
化
・
大
規
模
化
し
て
お
り
、
地
域
防
災
力
の
中
核
的
存
在
と
し
て
、

消
防
団
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

26
年
前
の
平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
６
０
０
０
人

を
超
え
る
犠
牲
者
と
全
半
壊
家
屋
約
25
万
棟
、
10
兆
円
を
超
え
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
消
防
団
は
、
消
火
活
動
、
要
救
助
者
の
検

索
、
救
助
活
動
、
給
水
活
動
、
危
険
箇
所
の
警
戒
活
動
な
ど
、
幅
広
い
活
動
に
従
事
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
日
頃
か
ら
地
域
に
密
着
し
た
活
動
の
経
験
を
活
か
し
て
、
倒
壊
家
屋
か

ら
数
多
く
の
人
々
を
救
出
し
た
活
躍
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
庁
で
は
、
消
防
団
の
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
30
年
12
月
14
日

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
と
し

て
、
消
防
団
設
備
整
備
費
補
助
金
（
消
防
団
救
助
能
力
向
上
資
機
材
緊
急
整
備
事
業
）
を

創
設
し
た
こ
と
に
伴
い
、
今
治
市
消
防
団
全
分
団
に
救
助
用
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
１
３
０
台
を

整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
治
市
の
常
備
消
防
に
お
い
て
は
、
消
防
職
員
に
対
し
て
震
災
対
応
能
力
向
上
の
た
め

の
訓
練
施
設
を
平
成29

年
度
に
菊
間
分
署
敷
地
内
に
整
備
し
、
訓
練
を
実
施
し
て
い
る

た
め
、
こ
の
震
災
訓
練
施
設
を
使
用
し
て
、
常
備
消
防
職
員
が
技
術
指
導
し
、
消
防
団
の

救
助
技
術
の
向
上
を
高
揚
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
の
令
和
３
年
12
月
５
日
、
12
日
、
19
日
の
３
日
間
に
分
け
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

を
行
い
約
２
１
０
０
名
の
代
表
約
80
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
日
に
訓
練
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
消
防
団
活
動
の
必
要
性
を
再
確
認
し
、
発
災
直
後
の
初
動
に
お
け
る
地
域

住
民
相
互
の
助
け
合
い
、
人
命
救
助
、
初
期
消
火
へ
の
努
力
が
、
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
活
動
の
経
験
を
活
か
し
て
、
震
災
時
に
起
こ
り

え
る
倒
壊
家
屋
か
ら
挟
ま
れ
た
要
救
助
者
を
救
出
す
る
技
術
を
習
得
す
る
事
を
目
標
に
実

施
し
ま
し
た
。

　

重
機
が
活
用
で
き
な
い
災
害
現
場
で
、
重
量
物
の
下
敷
き
に
な
っ
た
要
救
助
者
を
想
定

し
、ジ
ャ
ッ
キ
や
バ
ー
ル
等
を
活
用
し
て
重
量
物
を
持
ち
上
げ
る
技
術
「
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
」

や
、
一
定
の
長
さ
の
木
材
（
ク
リ
ブ
材
）
を
や
ぐ
ら
の
よ
う
に
積
み
重
ね
、
重
量
物
の
荷

重
を
受
け
る
こ
と
で
安
定
化
を
図
る
技
術
「
ク
リ
ビ
ン
グ
」
の
救
出
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

大
地
震
発
生
時
、
地
域
で
の
救
出
活
動
を
組
織
的
、
積
極
的
に
行
え
る
よ
う
意
識
を
高

め
、
誰
に
で
も
で
き
る
救
出
技
術
等
を
普
及
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
消
防
団
の
初
動
活
動
を
確
認
し
、
実
災
害
時

に
消
防
署
と
連
携
し
効
果
的
に
活
動
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
大
地
震
に
対
処
で
き
る
よ
う
訓
練
を
積
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

団
長　

渡わ
た　

部な
べ　

純
じ
ゅ
ん　

三ぞ
う

今
治
市
消
防
団

今
治
市
消
防
団
「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

消
防
団
活
動
」
に
つ
い
て

支
部
だ
よ
り

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

●
募
集
の
目
的

　

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
地
域
防
災
の
た
め
日
夜
活
動

し
て
い
る
消
防
団
に
つ
い
て
、
子
供
達
が
身
近
な
ふ
れ
あ
い
や
活
動
・
体
験
を
通
じ
て
ど

の
よ
う
に
感
じ
、
ま
た
受
け
止
め
て
い
る
か
を
文
章
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
と

消
防
団
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
自
主
的
な
防
火
防
災
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
共
に
次
世

代
の
防
災
の
担
い
手
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
者

　

全
国
の
中
学
生

●
作
文
の
形
態

　

①
作
文
の
テ
ー
マ

　
　

「
消
防
団
、
明
る
く
元
気
な
地
域
と
と
も
に
」

　

②
作
文
の
タ
イ
ト
ル
は
自
由

　

③
用
紙　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
Ａ
４
規
格
）

④
原
稿
の
文
字
数　

８
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以
内

　

（
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
等
で
の
出
力
も
可
）

⑤
原
稿
用
紙
の
１
行
目
に
は
作
文
の
タ
イ
ト
ル
、
２
行
目
に
は
学
校
名
、
学
年
、
氏
名

を
記
載
し
、
本
文
は
３
行
目
か
ら
記
載
し
て
下
さ
い
。

●
応
募
方
法

　

所
属
学
校
も
し
く
は
各
市
町
消
防
団
担
当
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限

　

各
市
町
消
防
団
担
当
締
切
：
令
和
４
年
９
月
５
日
（
月
）

●
表
彰
等

　

愛
媛
県
消
防
協
会
入
選
者････

賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

●
募
集
の
目
的

　

生
活
協
同
組
合
全
日
本
消
防
人
共
済
会
は
、
令
和
４
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
お
出
か
け
は　

マ
ス
ク
戸
締
り　

火
の
用
心
」

に
あ
わ
せ
て
、
子
供
達
が
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
意
見
や
考
え
を
自
由
な
発
想
で
イ
メ
ー

ジ
し
絵
画
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
正
し
い
火
の
取
扱
い
を
考
え
な
が
ら
、
火
遊
び
や
火

災
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
防
火
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
防
火

ポ
ス
タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
者

　

全
国
の
４
年
生
以
上
の
小
学
生
及
び
中
学
生

●
図
案
の
形
態

　

①
用
紙
は
、
市
販
の
画
用
紙
（
四
切
）
縦
書
き

　

②
図
案
は
、
未
発
表
の
も
の
で
防
火
標
語
に
合
致
す
る
も
の

③
図
案
の
み
の
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

※
防
火
標
語
の
よ
う
な
文
字
が
入
っ
て
い
る
図
案
は
、
審
査
対
象
外

第
22
回
全
国
中
学
生

　
　
　

「
防
火
防
災
に
関
す
る
」
作
文
募
集

令
和
４
年
度

　

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
図
案
募
集
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人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
消
防
団
員
数
は
全
国
的

に
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
大
洲
市
消
防
団
女
性
分
団
も
例
外
で
は
な
く
、
令
和

３
年
４
月
１
日
現
在
の
団
員
数
は
23
名
と
定
数
60
名
の
半
分
以
下
と
い
う
状
況
で
し

た
。

　

こ
の
ま
ま
団
員
数
が
減
り
続
け
れ
ば
活
動
に
も
支
障
を
来
す
こ
と
か
ら
、
女
性
団

員
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
と
し
、「
自
分
１
人
だ
け
で
は
入
団
し
づ
ら
く
て
も
職
場

の
同
僚
や
知
人
と
一
緒
な
ら
入
団
し
て
み
よ
う
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。」
と
い
う

団
長
の
発
案
に
よ
り
、
市
内
の
官
公
庁
、
事
業
所
な
ど
を
個
別
に
訪
問
し
団
員
を
募

集
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
新
た
に
22
名
の
新
入
団
員
を
迎
え
、
昨
年
の
約
２
倍
で
あ
る
45
名
の

団
員
で
現
在
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
分
団
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
園
児
、
生
徒
の
保
護
者
や
先
生
を
対
象
と
し

た
「
救
急
救
命
講
習
」
や
高
齢
者
の
お
宅
へ
の
「
防
火
訪
問
」、
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓

女
性
消
防
団
だ
よ
り

分
団
長　

國く
に　

井い　

幸さ
ち　

惠え

大
洲
市
消
防
団

女
性
分
団

一
般
住
民
の
防
災
活
動
等

地
域
に
寄
り
添
う
女
性
消
防
団

　

令
和
３
年
度
学
校
防
災
教
育
実
践
モ
デ
ル
地
域
研
究
事
業
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
管
内
の
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
い
る
小
学
校
が
選
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
愛

媛
大
学
の
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
を
は
じ
め
、
地
域
団
体
か
ら
任
命
さ
れ
た
22

名
と
連
携
協
力
し
て
活
動
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
多
様
な
危
険
を
的
確
に
捉
え
、
児
童
生
徒
等
の
発
達
段

階
や
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
防
災
教
育
を
展
開
し
、
地
域
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
全
体
に
そ
の
成
果
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、
断
続
的
で
発
展
的
な
学
校
安
全

に
係
る
取
り
組
み
を
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
順
を
追
っ
て
活
動
を
説
明
し
て
い
き
ま
す
。
初
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
参
観
日

に
お
い
て
学
校
と
消
防
間
で
の
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
防
災
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
は
、

保
護
者
を
含
め
て
避
難
訓
練
、
救
命
講
習
、
防
災
教
育
等
に
つ
い
て
学
習
・
実
践
。
次
に
、
地
域

参
加
型
の
防
災
教
室
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
も
落
ち
着
い
た
時
期
に
、
役
場
危
機

管
理
室
と
共
に
現
地
で
防
災
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
災
害
時
の
避
難
体
制
や
避
難
所
体
験
と
し
て

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
組
み
立
て
、
ポ
リ
袋
料
理
方
法
を
実
践
し
、
防
災
倉
庫
に
ど
の
よ
う
な
資
機

材
が
保
管
さ
れ
て
い
る
か
を
地
域
住
民
と
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
を
学
ぶ
授
業
と
し
て
、

ク
ラ
ブ
員
は
個
別
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
、
低
学
年
は
学
校
内
の
危
険
箇
所
探
し
、
中
学
年
は
地

域
を
探
検
し
防
災
マ
ッ
プ
を
制
作
、
高
学
年
は
こ
れ
ま
で
に
起
き
た
災
害
に
つ
い
て
調
べ
る
と
共

に
、
こ
れ
か
ら
発
生
し
た
場
合
に
自
分
の
身
を
守
れ
る
か
を
考
え
、
普
段
の
生
活
で
の
備
え
の
大

切
さ
、
避
難
所
生
活
で
自
分
達
な
ら
何
が
で
き
る
か
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
様
に
年
間
を
通
じ
て
防
災
教
育
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
指
導
の
在

り
方
と
し
て
、
リ
モ
ー
ト
で
の
防
災
指
導
の
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
更
に
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
す
る
べ
き
項
目
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
幼
少
期
か
ら
の
防
災
教
育
の
基
本
は
、
ま
ず
は
参
加
者

が
楽
し
み
心
に
残
る
活
動
を
す
る
と
と
も
に
、
常
に
考
え
自
分
の
意
見
を
言
葉
で
発
表
す
る
こ
と

で
自
分
の
も
の
に
。
知
り
得
た
知
識
や
体
験
は
、
必
ず
友
達
や
家
族
に
話
す
こ
と
か
ら
知
ら
ず
知

ら
ず
に
家
庭
防
災
と
な
り
、
そ
の
情
報
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
ん
だ
世
の
中
で
も
井
戸
端
会
議
発
信
で
地

域
に
広
が
り
、
気
が
付
け
ば
地
域
防
災
へ
発
展
す
る
よ
う
に
、
田
舎
な
ら
で
は
の
防
災
指
導
を
今

後
も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

消
防
司
令
補　

池い
け　

田だ　

信の
ぶ　

行ゆ
き

久
万
高
原
町
消
防
本
部

ク
ラ
ブ
広
報
係
長

学
校
防
災
教
育
実
践
モ
デ
ル
地
域
研
究
事
業
に
つ
い
て

発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
保
育

所
や
小
学
校
で
の
「
防
災
教
育
」
を
重
点
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
正
副
団
長
消
防
長
等
研
修
会
で
披
露

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、未
就
学
児
を
対
象
と
し
た「
服

に
火
が
付
い
た
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」、「
家

が
火
事
に
な
っ
た
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
な

ど
、
劇
や
紙
芝
居
で
子
ど
も
達
に
「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

毎
年
訪
問
し
て
い
る
保
育
所
で
は
、
去
年
の
劇
の

内
容
を
覚
え
て
い
る
子
も
い
て
、
こ
ち
ら
が
教
え
る

前
に
答
え
て
く
れ
た
り
す
る
な
ど
、
ち
ゃ
ん
と
子
ど

も
達
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
４
年
生
の
社
会
科
の
授
業
「
自
然
災

害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
」
に
関
連
し
た
も
の
と
し

て
、
国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
の
協
力
の

も
と
、
大
洲
市
特
有
の
災
害
で
あ
る
肱
川
の
洪
水
を

題
材
に
「
肱
川
の
水
が
増
え
て
き
た
ら
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
」、「
避
難
所
に
は
何
を
持
っ
て
行
け
ば
よ
い

か
」
な
ど
小
学
校
で
寸
劇
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

20
歳
代
か
ら
60
歳
代
ま
で
の
様
々
な
年
代
の
団
員

が
仕
事
や
育
児
、
親
の
介
護
な
ど
を
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
の
で
、「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
時
に
、

で
き
る
こ
と
を
す
る
。」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
団
員
一

人
一
人
が
消
防
団
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
地
域

に
寄
り
添
っ
た
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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● 点検・報告・整備・工事
○ 消防用設備等・特殊消防用設備等 ○ 各種消火器

○ 防火対象物点検・防災管理点検 ○ 住宅用火災警報器

○ 防火設備点検 ○ その他各種防災用品

○ 連結送水管の配管耐圧試験 ○ 消防ポンプ自動車

○ 消防用ホース耐圧試験

E-mail : yons@ss4800.jp

～高度な技術で安心をお届けする～

株式会社　四 国 消 防

〒 790-0952 松 山 市 朝 生 田 町 １ 丁 目 7 番 21 号

電 話  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ４ ８ ０ ０

Ｆ Ａ Ｘ  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ５ ５ ３ ３

● 消防用機器等の販売

　

令
和
３
年
５
月
30
日
、
14
名
の
評
議
員
ご
出
席

の
も
と
定
時
評
議
員
会
が
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
並
び
に

監
査
報
告
の
の
ち
、
理
事
・
監
事
の
任
期
満
了

に
伴
う
選
任
、
評
議
員
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選

定
時
評
議
員
会
・
臨
時
理
事
会　

開
催

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
消
防
協
会

　

地
域
防
災
に
関
心
の
あ
る
女
性
を
対
象
に
、
災
害
時
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を

発
揮
で
き
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
行
い
、
地
域
防
災
力
の
強
化
推
進
を
図
り

つ
つ
、
消
防
団
の
必
要
性
や
魅
力
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

愛
媛
県
女
性
防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

●
講
師
の
先
生
か
ら
参
加
者
の
み
な
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
●

　
「
防
災
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
あ
れ
も
こ
れ
も
備
え
た
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
職
場
や
外
出
時
に
も
必
ず
携
帯
し
て
い
る
物
は
そ
う

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
に
あ
る
物
を
活
か
し
て
困
難
を
解
決
す
る
方

法
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
学
習
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

災
害
時
に
起
こ
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
解
決
方
法
を
考
え
よ
う
！

講
師　

幾 

島　

浩 
恵 

氏

一
般
社
団
法
人
防
災
教
育
普
及
協
会
正
会
員

看
護
師
・
防
災
士
・
介
護
支
援
専
門
員
・

救
急
救
命
士

実
施
日
時

　

令
和
４
年
９
月
11
日
（
日
）
10
：
00
～
12
：
00

場　
　

所

　

松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

定　
　

員

　

50
名
（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
い
た
し
ま
す
）

参 

加 

料

　

無
料

参
加
対
象

　

地
域
防
災
に
関
心
の
あ
る
女
性
、
愛
媛
県
下
女
性
消
防
団
員

　

参
加
申
込
希
望
の
方
は
、
市
町
消
防
団
担
当
課
ま
た
は
、　

愛
媛

県
消
防
協
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

　

消
防
団
員
で
は
な
い
方
の
ご
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
参
加
を
検
討
し
て
も
ら
え
る
と
嬉

し
い
で
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
防
災
や
消
防
団
活
動
へ
の

関
心
が
深
ま
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
み
ん
な
で
協
力
で
き
る
体
制

が
で
き
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
！

参
加
者
募
集
中
！

実
施
内
容
：『
ダ
イ
パ
ー
バ
ッ
グ
活
用
ゲ
ー
ム
』

任
つ
い
て
全
員
賛

成
（
賛
成
多
数
）

で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

評
議
員
会
に
引

き
続
き
、
臨
時
理

事
会
が
行
わ
れ
、

今
年
度
か
ら
令
和

６
年
改
選
の
と
き

ま
で
の
執
行
部
が

決
定
し
ま
し
た
。

　屋内でも外出時でも、のどの渇きを感じていなくてもこまめに水分補給をしましょう。１日あたり 1.2 リットル

（コップ約６杯分）を目安に、入浴前後や起床後などに、水分補給をしてください。大量に汗をかいた時は、塩分

も忘れずにとりましょう。

熱中症を予防するには・・・
　　　こまめな水分摂取を忘れずに！

 

属　　　　　所職　役

会 長 大 西 浩 司 松山市消防団長

副 会 長 久 米 幸 一 四国中央市消防団長（東予支部長）

副 会 長 後 藤 英 治 砥部町消防団長（中予支部長）

副 会 長 松 岡 増 幸 愛南町消防団長（南予支部長）

理 事 武 智 邦 典 県市長会会長（伊予市長）

理 事 河 野 忠 康 県町村会副会長（久万高原町長）

理 事 別 府 聡 憲 県県民環境部防災局消防防災安全課長

理 事 金 澤 英 雄 県消防長会会長（松山市消防局長）

理 事 高 橋 裕 二 県消防長会（新居浜市消防本部消防長）

理 事 和 氣 和 清 県消防長会（大洲地区広域消防事務組合消防本部消防長）

理 事 渡 部 純 三 今治市消防団長

理 事 高 橋 公 一 西条市消防団長

理 事 立 野 好 仁 久万高原町消防団長

理 事 稲 垣 聖 治 宇和島市消防団長

理 事 矢 野 正 祥 大洲市消防団長

評 議 員 石 川 克 也 県消防長会（西条市消防本部消防長）

評 議 員 大 野 秋 義 県消防長会（久万高原町消防本部消防長）

評 議 員 山 内 敏 男 新居浜市消防団長

評 議 員 柏 原 伸 一 郎 上島町消防団長

評 議 員 藤 原 清 久 今治市消防副団長

評 議 員 戸 田 基 西条市消防副団長

評 議 員 村 上 豊 司 四国中央市消防副団長

評 議 員 森 眞 和 東温市消防団長

評 議 員 嘉 村 重 雄 松前町消防団長

評 議 員 山 田 久 雄 松山市消防副団長

評 議 員 梅 岡 公 胤 伊予市消防副団長

評 議 員 瀧 内 光 雄 久万高原町消防副団長

評 議 員 廣 瀬 吉 孝 西予市消防団長

評 議 員 谷 岡 和 彦 内子町消防団長

評 議 員 宮 本 寅 誉 伊方町消防団長

評 議 員 渡 邊 広 道 松野町消防団長

評 議 員 渡 辺 正 弘 鬼北町消防団長

監 事 曽 我 部 輝 寛 新居浜市消防副団長

監 事 松 下 豊 繁 伊予市消防団長

監 事 藤 原 展 嘉 八幡浜市消防団長

支 部 幹 事 長 野 光 太 郎 東予支部・四国中央市消防本部

支 部 幹 事 青 木 雄 飛 中予支部・伊予消防等事務組合砥部消防署

支 部 幹 事 桑 山 義 央 南予支部・愛南町消防本部

氏　名

令和4年度　　愛 媛 県 消 防 協 会 役 員 等

（令和4年5月30日現在）




